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宮崎 あかり
MIYAZAKI Akari

臨床人間学専攻
臨床心理学専修
博士前期課程 2年

 師事している教授は？

研究活動では、加藤尚子准教授に指導を仰いでいます。コンサルテーション、アタッチメント、
児童虐待などがご専門で、私の些細な疑問にも丁寧にわかるまで答えてくださいます。私の研
究テーマも先生の率直なご意見を頂く中で着実に固まっていく実感があり、今後私が実践活動
をする中でのバックボーンになると思います。

博士前期課程 Master’s Program

臨床人間学専攻 臨床心理学専修

臨床心理学専修

臨床心理学専修は、今日の社会において緊急性の高い
ニーズである「心のケア」、すなわち、不登校、いじめ、学級
崩壊、無気力、引きこもり、育児不安、児童虐待、家庭内暴
力、嗜癖、鬱、自殺、老人性痴呆など、あらゆる世代の個人
及び様々な集団において生じる心理・社会的諸現象への
専門的対処に直接的かつ具体的にプローチする臨床心理
学の専門家の養成と実践的な研究の推進を目指す。

■ カリキュラム一覧 （研究指導　◎博士前期・後期課程　○博士前期課程）

「人の話を聴くこと」「人を理解すること」。文字に
するとこれほど簡単なことが、実際に「本気で」やろ
うとすると難しい。大学院に入学し専門的に学び始
めてから私が感じたことです。臨床心理学を活かし
た仕事につき人々のニーズに応えるためには、机に
向かって一人で勉強するだけでは身につかないこと
ばかりです。大学院は、このように自分で考えている
だけではわからなかったものを実際の現場、先生方
のご意見を聞く中、あるいは友人たちと話し合う中
で答えを探していく場だと思います。
大学院での活動は主に授業、研究活動、学内・学外

実習です。先生方のご専門もそれぞれ違うため、様々
な視点からご教授いただけますし、指導教員はもち
ろん研究室の垣根を越えて親身になってご指導して

くださいます。実習においては初めての経験なので
迷うことがたくさん出てきますが、すぐに相談でき
る場が設けられてあり非常に心強いです。明治大学
の大学院はこのように臨床も研究も両立する大学院
だと思います。今、私はそのような場で忙しくも、楽
しく充実した毎日を送っています。皆さんもぜひこ
のようなすばらしい環境で一緒に勉強しましょう。

■ 院生からのメッセージ

「当たり前のこと」を問い直して

■ 2016年度 修士論文テーマ

▲

箱庭制作者の主観的体験の変遷に関する研究　―制作者の内界の活動に焦点を当てて―▲

マインドフルネスの機能がストレス反応に及ぼす影響▲

描画が自動的感情制御に及ぼす影響と描画体験の検討 
―自我のための退行という観点から―▲

非行の深化を経験した少年が非行からの離脱にいたるプロセスの研究 
―当事者にとっての非行の意味に着目して―▲

グリーフケア提供者に共通する心理過程の解明　―職種を超えた遺族支援を目指して―▲

アルコール依存症の夫を持つ妻のライフストーリー研究 
―共依存と自助グループに着目して―▲

他者との関わりによって生じるコーダの内的体験のプロセスの検討▲

デートDV被害女性の体験のプロセスに関する質的研究 
―複線径路・等至性モデル（TEM）による分析―

臨床人間学専攻の人材養成その他教育研究上の目的

今日の人間社会は、政治・経済・文化・教育の構造的変化を
伴う未曾有の変動期を迎え、既成の価値観や人間関係の在
り方を根底から揺るがす変化と混乱の事態に直面している。
臨床人間学専攻は、現代社会が直面するこうした状況にお
ける心理・社会的危機の克服に向けて、個々の地域社会や個
人を実践的に支援する専門家及び公的セクターで貢献する
実践者を育成するとともに、直面する危機的状況のメカニ
ズムを解明するための研究者を育成することを目的とする。
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※2017年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

　臨床人間学総合演習A ～D
 ◎教授 博士（心理学） 岡安 孝弘
 ◎教授 博士（教育学） 諸富 祥彦
 ◎教授 博士（心理学） 高瀬 由嗣（特別研究）
 ○准教授  竹松 志乃
 ○准教授 博士（コミュニティ福祉学） 加藤 尚子
 ○講師 博士（心理学） 濱田 祥子
 ◎教授  寺田 良一
 ◎教授  大畑 裕嗣
 ○准教授  内藤 朝雄
 ◎准教授  平山 満紀
 ○講師 博士（社会学） 昔農 英明
 ◎教授  高野 和子
 ◎教授  矢島 國雄
 ◎教授  小林 繁
 ◎教授  齋藤 泰則
 ◎教授 博士（図書館情報学） 青柳 英治
 　教授  平川 景子

専攻必修科目

　臨床社会学演習ⅠA・ⅠＢ  講師 博士（社会学） 昔農 英明
　臨床社会学演習ⅡA・ⅡＢ  教授  大畑 裕嗣
　臨床社会学演習ⅢA・ⅢＢ  教授  寺田 良一
　臨床社会学演習ⅣA・ⅣＢ  准教授  内藤 朝雄
　臨床社会学演習ⅤA・ⅤＢ 准教授  平山 満紀
　臨床教育学演習ⅠA・ⅠＢ  教授  平川 景子
　臨床教育学演習ⅡA・ⅡＢ  教授 博士（図書館情報学） 青柳 英治
　臨床教育学演習ⅢA・ⅢＢ 教授  高野 和子
　臨床教育学演習ⅣA・ⅣＢ 教授  矢島 國雄
　臨床教育学演習ⅤA・ⅤＢ 教授  小林 繁
　臨床教育学演習ⅥA・ⅥＢ  教授  齋藤 泰則

選択必修科目

　共生ネットワーク論 兼任講師  田中 夏子
　バイオポリティックス論   2017年度休講
　社会福祉論 兼任講師 博士（社会福祉学） 永田 祐
　NPO 市民活動論   2017年度休講
　コミュニティビジネス論   2017年度休講
　コミュニティ人間関係論   2017年度休講
　コミュニティ・デザイン論 兼任講師  鈴木 久美子
　地域開発論 兼任講師 理学博士 山田 晴通
　地方自治論 兼担教授  牛山 久仁彦
　教育システム論 兼任講師  前原 健二
　思春期・青年期論 教授 博士（教育学） 伊藤 直樹
　社会教育実践論 教授  平川 景子
　生涯学習特論 教授  小林　繁
　博物館史特論 教授  矢島 國雄
　博物館経営論特論   2017年度休講
　博物館教育論特論   2017年度休講
　博物館資料論特論 教授  矢島 國雄
　図書館情報学特論   2017年度休講
　専門図書館特論 教授 博士（図書館情報学） 青柳 英治  
　情報サービス特論 教授  齋藤 泰則
　図書館経営特論   2017年度休講

選択科目

　臨床社会学実習Ⅰ
　臨床社会学実習Ⅱ

専修必修科目

松野 南紗恵
MATSUNO Misae

臨床人間学専攻 臨床社会学専修
博士前期課程 ２年

 師事している教授は？

齋藤泰則教授に指導を仰いでいます。図書館におけるレファレンスサービスや、利用者の情
報要求等、わたしが関心を持っている分野について造詣が深く、どのような疑問にも丁寧に答
えてくださいます。またゼミでは、社会で起こるさまざまな事象に関して取り上げる機会も多く、
物事を多角的に捉えながら学ぶ環境も整っています。

博士前期課程 Master’s Program

臨床社会学専修

臨床社会学専修は、臨床社会学コースと臨床教育学コースから構成
されており、共生を通じての社会的連帯の回復を課題として、市民活動
の活性化、地域コミュニティの再編成に役立つ人材の養成を目的とし
ている。臨床社会学コースは、人間的・社会的連帯の回復と社会の活性

化にかかわる分野の研究者と、共生的な社会形成を支える臨床的実践
に携わる人材を養成する。臨床教育学コースは、横断する学問体系を総
合的に学び、人間形成における教育の理念、社会的機能と課題について
明らかにすることを目的とする。

■ カリキュラム一覧 （研究指導　◎博士前期・後期課程　○博士前期課程）

社会人5年目の夏、わたしは明治大学で開講されてい
る図書館司書講習に参加し、司書資格を取得しました。
幼い頃から憧れを抱いていた「図書館」は、いざ学んでみ
ると想像以上に奥深く、さらに学び考えたいと思い大学
院へ進学しました。
実際に大学院での学びをスタートさせてからまだ日

は浅いですが、わたしの毎日は、吸収と熟考の繰り返し
です。社会人として働いていた時期にはもつ余裕のなかっ
た、時間と疑問が今は充分にあり、途切れることなくあ
らゆることに想いを巡らしています。その手助けとなる
ヒントは、いつも大学院の先生方や先輩方、そして明治
大学の図書館から得ることがほとんどです。文学研究科
では、異なる領域を横断的に学ぶことができ、自身の研

究に新たな視点をもつ機会に恵まれています。また明治
大学中央図書館は、学びのスタイルに合わせて各階や
スペースが設けられており、わたしにとって「吸収」が最
もはかどる場所でもあります。
「図書館を、子どもたちにとって自分の足で行ける当た
り前の存在にしたい」という研究の原点を、わたしはこ
こで手にすることができました。

■ 院生からのメッセージ

吸収と熟考 ― わたしの毎日 ―

■ 2016年度 修士論文テーマ

▲

イギリスにおける環境正義論展開のプロセスと異議申し立て枠組みとしての有効性
の検討　―アメリカとの比較を通して―

臨床人間学専攻 臨床社会学専修
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2016年度メンバー
石川 日出志 （教授・考古学）
上杉 和彦 （教授・日本史学）
佐々木 憲一 （教授・考古学）
神鷹 徳治 （教授・日本文学）
山﨑 健司 （教授・日本文学）
牧野 淳司 （教授・日本文学）
湯淺 幸代 （准教授・日本文学）
中村 友一 （専任講師・日本史学）
加藤 友康 （特任教授・日本史学）
井上 和人 （特任教授・考古学）
鄭 雨峰 （客員教授・日本文学）
　 

木材・産地・流通
製作技術

埋蔵過程

年代

釈読

万葉集

信仰・伝承

万葉木簡の場合 分野を横断する学際性

■ 複眼的日本古代学研究の人材育成プログラム

高度な史・資料（作品）
の横断的研究と古代学
を牽引する専門研究者

異種史・資料の分析・総
合の素養をもつ文化財
調査者・博物館学芸員

複眼的視点による過去
の幅広い社会像に高い
関心をもつ高校教員

日
本
古
代
学
教
育・研
究
セ
ン
タ
ー・研
究
推
進
員・Ｒ
Ａ
、海
外
の
研
究
機
関

主となる研究領域 副となる研究領域

１年次

２年次

３年次

４年次

５年次

▲

▲

▲

▲

+

+

+

+

+

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

隣接領域 副となる
研究領域

副となる
研究領域

国際性
隣接領域

主となる研究領域 主となる研究領域

隣接領域と接点がない
個別研究

隣接領域との回路をもつ
学際的研究

MC：総合史学研究、DC：文化継承学、MC・DC：フィールド・プログラムなど

本プログラムの趣旨

特別公開講義

複眼性 古代学

学際性 国際性

研究の視界を広げる ＝ 複眼的古代学

● 確実なステップアップを支える仕組み
● 新しいかたちの大学院教育の展開！

そのためのプログラムを複数用意

プロジェクト型研究により実践的研究力をもつ
複眼的研究者を養成する必要

いま、大学院教育と研究の本格的改革が求められている。

+

博士学位論文の執筆・学位の取得

複眼的日本古代学の学修と実践
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学術誌への論文投稿

学術誌への論文投稿

学術誌への論文投稿

学術誌への論文投稿

学術誌への論文投稿
（約80枚）

修士論文提出
（約150～ 200枚）

紀要等への論文投稿
（原稿用紙約80枚）

博士学位論文執筆資格
（特別演習12単位）

単位取得

単位取得

単位取得

単位取得

南カリフォルニア大学プログラム
特別公開講義
講師：ヴァン・フーテム・エレン先生

南西日本プログラム特別公開講義
講師：小笠原好彦明治大学特任教授（当時）

6つのフィールド・プログラム

東北日本プログラム

南西日本プログラム

慶北大学校
プログラム

高麗大学校
プログラム

中国プログラム

南カリフォルニア大学
（USC）プログラム

改革のキーワード：

現状① どの学問分野も、個別化・細分化が著しく、一般化が困難に

現状② 博士号取得までの年数が長い

複眼性とは？ 

複眼的日本古代学研究：具体例
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トンボのような複眼視

複眼的視点による
歴史的評価


